
○日時及び場所
日 時：令和５年９月２１日（木）１０時

 場 所：雲仙市役所 本庁舎別館３階 会議室

〇受賞者

令和５年度 雲仙市優秀工事表彰式

工  事  名

市道千々石下狩場線改良工事

市道木場山領線改良工事

市道瑞穂前田下夏線下夏峰橋補修工事

（敬称略）
施工業者名

株式会社 三丸土建
代表取締役 三丸 栄治

株式会社 大建
代表取締役 川原 大次郎

有限会社 旭産トーヨー住器
代表取締役 ⻑田 秋則

技術者名
主任技術者

山本 信二
監理技術者

木原 辰美
主任技術者

中山 文秋

（後列左から） 山本様、 木原様、 中山様
（前列左から）三丸様、⾦澤市⻑、川原様、⻑田様



工　事　名　称 市道千々石下狩場線改良工事
し ど う ち ぢ わ し も か り ば せ ん か い り ょ う こ う じ

施工業者
代表者名

技術者名
株式会社 三丸土建
代表取締役　三丸 栄治

　　主任技術者

　　　　　山本　信二

表　彰　理　由 積極的かつ協調的に地元等との調整を行い、円滑な工事の遂行に努めた工事

工　事　概　要

　工事延長：L=81.8m
　　・コンクリート擁壁工：V=15.6㎥
　　・ブロック積工　　　　　：A=159.2㎡

・側溝工   　　　　　　　　：L=87.9m
・アスファルト舗装工：A=446.6㎡

　本工事は、道路の幅員が狭く、車両通行に支障を
来している状況だったため、拡幅改良により、離合
可能な幅員を確保し、通行の安全性向上を図るた
めの道路を広くする工事です。
　施工にあたっては、コンクリート擁壁を施工する際、
地面を掘った箇所に大きな石があり、家屋も近接し
ていたため、大きな石を破砕せず、岩盤に直接基礎
を固定する方法に変更するなど、臨機応変に対応
し、事故なく工事を完成していただきました。

着工前 竣 工

竣 工 竣 工

着工前
竣 工

竣 工 竣 工



工　事　名　称 市道木場山領線改良工事
し ど う こ ば や ま り ょ う せ ん か い り ょ う こ う じ

施工業者
代表者名

技術者名
株式会社 大建

代表取締役　川原 大次郎

　　　監理技術者

　　　　　木原　辰美

表　彰　理　由 施工、品質、安全管理、施工管理等において、創意工夫に努めた工事

工　事　概　要

　工事延長：L=304.0m
　　・ブロック積工　　　：A=667.8㎡
　　・植生基材吹付工：A=1171.8㎡
　　・落石防護柵工　　：L=80.0ｍ

・自由勾配側溝工：L=82.0m
・小段排水工　　　　：L=58.6ｍ

　本工事は、千々石地区と小浜地区を結ぶ幹線道
路として重要な道路の新設工事です。
　山間部の木の伐採から始まる現場で、急斜面の
山肌を削り、大きな石を破砕しながら進んで行く難
しい現場条件の中、徹底した品質・出来形管理を
行うと共に、施工方法や安全対策の創意工夫に取
組み、事故なく工事を完成していただきました。

着工前 竣 工

竣 工 竣 工



工　事　名　称 市道瑞穂前田下夏線下夏峰橋補修工事
し ど う み ず ほ ま え だ し も な つ せ ん し も な つ み ね ば し ほ し ゅ う こ う じ

施工業者
代表者名

技術者名
有限会社 旭産トーヨー住器

代表取締役　長田 秋則

　　　主任技術者

　　　　　中山　文秋

表　彰　理　由 施工計画、品質、出来形管理等の施工技術が特に優れている工事

工　事　概　要

　橋長：L=7.4m
　　・断面修復工　　　　：V=0.414㎥
　　・伸縮装置取替工：L=4.5ｍ

・地覆改良工：V=2.1㎥
・防護柵工　　：L=15.8ｍ

　本工事は、橋の長寿命化修繕計画において、早期
に措置を講ずべき状態と判定された橋の補修を行
い、長寿命化を図るための補修工事です。
　工事にあたり、損傷状況の詳細調査、施工方法及
び周辺地域の状況把握など施工前の入念な調査
と計画により、的確な施工、工程管理及び安全管理
がなされ良好な出来形及び品質を確保し完成して
いただきました。

着工前 竣 工

着工前 竣 工


